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　　　私たちがみた楯築ルネッサンス
　　　フォーラム2023～古代三都物語Ⅱ～
　　　　　　　　参加者の声

　倭国統一の中心を担った古代三都(吉備・出雲・大和)。当
時の吉備の国の力を裏付ける、全国最大級の「墳丘墓」で

ある楯築遺跡を有する倉敷市。倉敷市市長や岡山市長はじ

めとした行政の長や有識者達が、その歴史的意味と未来へ

の役割を倉敷アイビースクエアで語りました。2023年11月
25日は、古代衣装をまとった私たち、学生ボランティアが会
場へご案内。フォーラム後、参加者の皆さんに突撃インタ

ビューしてみました。



【学生記者コメント】

今回のフォーラムにはいろいろな立場の方々が来てくださいました。パネラーのお一方である光

本順准教授(岡山大学文学部考古学研究室)とは、インタビューというより、普通のお話をする形
でお話させて頂きました。お話の中で、「学会では同じ学問をする人しか知り合えないため、意外

と多様性がないが、こうしたイベントに参加すればたくさんの立場の人と知り合える機会が増える

のが魅力」とおっしゃっていました。私もイベントに参加して、普段あまり接することのできない

方々と会話することは有意義であると感じました。突然のインタビューに答えてくださった皆さま、

ありがとうございました。

（朝日塾中等教育学校卒・香川大学経済学部1回生：畠中穂華）

ー編集後記（次回予告）ー

次回は、楯築ルネッサンス２日目に行われた「古代吉備路ウォーク」につい

てお伝えします。

今月号から皆さんの疑問を解決する「瑠寧調査団」のコーナーが始まりま

した。来月号での調査報告もお楽しみに！　(中園響)
（副編集長：畠中穂華）
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